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１．はじめに  近年，ミャンマー国南部では米の乾期作収量増大に向けた灌漑開発が急

速に進められているが，末端水利施設の整備あるいは管理が不十分であることなどにより，

末端圃場における低効率の用水利用が懸念されている．そこで本研究では，タイプの異な

るいくつかの圃場群を対象に，取水を中心とした水管理実態を整理し，米の生産性への影

響要因や配水上の問題点を分析した．また，新たな

２．調査概要  調査地は，ミャン

末端水路整備の導入も行った． 
マーの旧首都

あり，’03-’04 年の

（D2 のみ

い，

ート・聞き

要因 
水

かりの受益地取水量に等しいとみなした．’04-’05 期にお

量では 9ha 弱の灌漑が限界であり，地域の平均蒸発散量 4.4mm/d を考慮すると実質的に

ヤンゴン近郊のガモエ地区において JICA が技術

協力を行っていた灌漑技術センターの実験圃場お

よびその近隣圃場とした（Fig.1）．圃場群は Table1
のように Intensive，Extensive，Conventional の 3
つの Area に区分されている． 
 主な調査項目は次のとおりで

乾期(12 月～5 月)から実施している． 
①取水量：Table1 に示す各末端用水路

排水路）において 1～2 地点で流量を測定し，各水

路区間掛かり受益地の取水量を整理． 
②田越し状況：取水経路の追跡踏査を行

田越し灌漑の程度を表す指標として，用水が

各圃場に到達するまでに経由する水田の筆数

（経筆数 NPP とする）を整理． 
③営農状況：農民に対してアンケ

取り調査を行い，米の収量や排水

(不良)問題，肥料コストなどにつ

いて集計・整理． 
３．取水実態および収量

Fig.1 Sketch of the study area. 
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Table2 Intake in each water course. 
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3.1 水配分の限界  大部分の 路で中流部に至ると流量がほとんど無くなることから，

水路上流での観測流量は各水路掛

ける水路掛かり毎の平均的な取水量を(Intensive は排水量も)Table2 に例示する．Extensive
の WC-A5 を除き，取水量は 5～8mm/d と小さく，ミャンマー当局が推奨する標準送水量約

12mm/d と比較しても 50％程度である．特に，Conventional では実態として WC-4 による受

益想定面積約 44ha の 20％(8.8ha)しか乾期水稲作が行われてない．すなわち，現状の配水
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5mm/d 程度の取水が本地区での乾期水稲作を保障する最低量と推察される． 
 一方，圃場の位置と田越し灌漑状況との関係を NPP により整理したところ，各水路とも

下流部の圃場ほど NPP が大きく，取水の柔軟性が低い傾向が示された．また，Intensive 以

外の Area では周囲の圃場や水路より田面標高の高い圃場も散在しており，田面基盤上の問

Area タイプ，平均 NPP，取水

するが，必ずしも多ければ収量増というわけ

によ

，農民意見の反

のよ

これは，当初農民が水路改修による通

Item Category Correlation
Coefficient

Rank Orde

題も取水に影響していることが確認された． 
3.2 生産性に対する要因  取水量や NPP
などと収量には単純な相関は見られず，

種々の要因が水稲の生産性に影響している

と思われる．そこで，収量を目的変数とし，

説明変数に

Table3 Factors affecting rice production 
( by quantification theoryⅠ). 

Partial

量，品種などをカテゴリーデータとして選

択して数量化Ⅰ類による統合的な分析を行

った．ステップワイズ法により最終的に影

響度が大きいと判断された要因についての

結果を Table3 に示す．結果的に収量は Area
がわかる．取水量も比較的大きな影響度を有

ではなく，取水と表裏一体で生じる排水問題

れた．また，平均 NPP が 3 を超えると負の影響を受ける度合いが大きくなり，ある程度田

越しによる配水(引水)の限界を示していると思われる．肥料については，予見されたとお

り投入量に伴い収量も増加する結果が示された． 
４．末端水路の見直し  上記結果をもとに最も整

備水準の低いConventionalにおいて末端水路(WC-4)
の再整備・改修を行った．現地の経済性・技術力か

ら土水路施工とせざるを得なかったが，既存の圃場

形状の維持，NPPの減少，地形勾配
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(基盤整備の程度)の影響を強く受けていること

り過剰な取水は好ましくない傾向も示さ

映などに配慮して路線を決定した．この水路改修

は’05-’06 期直前に導入され，その結果，WC-4 の日

平均取水量は，’03-’04 期で 675m3/d，’04-’05 期で

444m3/dであったのに対し，改修後の’05-’06 期では

し，想定受益面積に対する実際の作付面積はFig.2
った水田面積や畑作面積の増加はみられなかった．

水量の向上に懐疑的で，従来の（休耕を含む）作付けを踏襲しようとしたことによる．豊

富な流量にむしろ戸惑っていたことも聞き取りにより確認している．翌’06-’07 期では，通

水の改善を認識した農民らが営農に積極的となり，水田や特に畑作面積が大きく増加して

いることがわかる．また，これまで行政機関や極一部の農民に委ねられていた水路の維持

管理も，’06-’07 期より農民自らが共同で行っていることが確認され，良好な水路状態を維

持しようとする意識の芽生えが感じられた． 
５．おわりに  ミャンマー国の逼迫した水資源環境下では，取水の量や柔軟性による水

稲生産性への影響は大きく，圃場区画や水路基盤を含めた整備が今後も期待される． 
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Fig.2 Changes in rate of cropping fields. 
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